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世界人口の増加に伴い、動物性タンパク質の安定供給を担う酪農乳業
は重要になる。一方、気候変動からの災害が甚大化し、酪農畜産には
温室効果ガスの排出削減も強く求められる。国内でもアミノ酸バラン
ス改善飼料の活用等、新たな取組みは注目される。他方、欧米諸国で
は、従来型の飼養管理の徹底といった、経営改善も伴うような環境負
荷軽減策は多い。日本農業の環境負荷軽減は最重要課題となるなか、
資材高騰にあえぐ日本の酪農乳業が、海外の酪農大国の環境負荷軽減
対策から得られる示唆は大きい。対策から得られる示唆は大きい。
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～海外の酪農大国にみる生乳生産での
温室効果ガス削減対策～

酪農乳業と気候変動対策
農中総研Webセミナー


